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情報戦略室 

  
多くの自治体では、厳しい財政事情の中で、効率的で効果的な財政運営のために、政策の選択と集中を図って

います。地域の発展、成長のために本当に必要な政策は何か。自治体にもマーケティングの発想が求められてい

ます。 

データ収集・分析・提言に留まらず、戦略的な視点に立ち、政策立案者と対話を重ねる参謀機能として、

URC内に「情報戦略室」が設置されました。 

「情報戦略室」は、情報の収集・分析と、戦略の構築支援によって、福岡市の発展と経済成長の実現に貢献し

ていくことをミッションとしています。 



“Fukuoka Growth”の発行に寄せて 

不確実な時代の到来 
• 未来が予測できない、ますます不確実な時代に私達は生きています。四つの要因によって世界はここ数十年の間に大きく変化

し、また現在も変化し続けています。それらの要因とは：（１）インターネット（それ自体が黎明期から大きく進化した）、
（２）世界の総人口の爆発的な増加（成熟国の人口減少を上回る）、（３）モノと人の流動性の飛躍、（４）エネルギー革命
（化石燃料から環境共生型へ）です。 

• 政策研究大学院大学の黒川清教授を始めとする知のリーダー達は、このような不確実な時代を生き延び繁栄するための「九つ
の原則」を次のように※提唱しています：（１）強さではなく弾性、（２）安全ではなくリスク、（３）モノではなく仕組み
、（４）地図ではなく羅針盤、（５）押しではなく引き、（６）理論ではなく実践、（７）遵守ではなく打破 、（８）専門家
ではなく群集、（９）教育ではなく学習 

 

地域経済圏の勃興 
• 世界の経済地図もここ数十年の間に劇的に変化し、また現在も変化し続けています。 

• T.L. フリードマンが1999年に『フラット化する世界』を提唱した一方で、R. フロリダは「世界はフラットではなく、むし
ろスパイキー、すなわちデコボコである」と主張しています。いずれの言説も正しいと思われます。 

• これら複線の議論が示唆することは、大前研一が『国民国家の終わりー地域経済圏の勃興』※で述べたように、今日の世界経
済は都市地域のネットワークによって成り立っていることです。 

• 世界的な才能や知的な働き手たちは都市地域に（とりわけ都心に）集まり、「イノベーションの生態系」の一部となり、その
地域の持続的な成長を後押ししています。A. サクセニアンが指摘したように、地域はビジネスにとって競争優位の源泉の一
つになっています。 

 

世界地図上の福岡？ 
• 現在、そして未来において、世界地図上の福岡の位置はどのようなものでしょうか？ 

• 創刊した『Fukuoka Growth』は、政策立案者やビジネスリーダー、そして市民に対し、政策や経済に関する対話の基礎と
して、福岡の経済の展望を示そうとするものです。 

• とりわけ、福岡の強みと機会を掘り下げて分析し、世界の他地域に評価される「福岡ならではの価値」を踏まえて、世界地図
上の福岡の位置を明確に定める一助になることを目指します。 

• 読者の皆様のご意見やご評価をお待ち申し上げます。 

2013年6月20日 
公益財団法人福岡アジア都市研究所 

情報戦略室長 
後藤太一 

 
※は筆者摂訳 

Credit: NASA Earth Observatory/NOAA NGDC 
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データは、あらゆる計画の基礎となるものです。 
仮説や予測も、データに基づく論理的な根拠がなければ成り立ちません。 
データはあらゆる分野と関わり、データを集めること、分析することが重要となっています。 
自然科学は、実験データを蓄積しながら新たな発見や進化を導き、ビジネスや政策の場面では、さまざまなデータをもとに次の戦略が練られます。 
 
データは、ある時点の、ある視点における「事実」を示すものです。 
福岡市の未来を考えるためにも、さまざまな視点でデータを分析し、事実と背景から見えてくるものを確認し、より確かな成長の道筋を整えていく
ことが重要です。 
 
福岡市の成長の可能性を示すさまざまなデータがあります。 
シリーズ「Fukuoka Growth」は、月2回程度の発行を予定しています。 
毎回テーマに沿った視点でデータをみながら、福岡の今を診断し、福岡市とそこに暮らす人の未来を考えていきたいと思います。 
 
また、福岡に住むこと、学ぶこと、働くこと、投資すること、ビジネスを始めること、多くの人と交わることなど、 
みなさんが、福岡との関わりの中で、成功や成長を考える一助になれば幸いです。 

データでみる福岡市の成長ポテンシャル 
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Fukuoka Growth 

データでみる福岡市の成長ポテンシャル 

公益財団法人福岡アジア都市研究所 
情報戦略室 

後藤太一 畠山尚久 山田美里 

01 日本で一番人が集まる都市へ  

今 福岡市には 多くの人たちが集まっています 

福岡市は 日本で一番人口が増えている市です 

人が集まるところに 投資は集まり イノベーションが起こります 

そしてまた さらに多くの人を呼び込みます 

 

人口は成長の源泉です 

一人ひとりが  福岡市が成長するための 大きな力となります 

写真提供：福岡市 

Version1.3 
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1,500,899人 

4 

「福岡市の人口が150万人を超えた」と、ニュース等でも報じられました。 

100万人突破が1975年。それから38年という短期間での150万人突破。福岡市は、今「日本で最も人口が増えてい

る市」なのです。 

京都市を抜いて、政令指定都市中6番目の人口となった福岡市より人口が多い市は、横浜市、大阪市、名古屋市、神戸市

のいわゆる三大都市圏（東京・大阪・名古屋圏域）の都市、そして札幌市だけです。 

「150万都市・福岡」 

資料：各都市公表値（2013年5月1日現在推計） 

※東京特別区は「政令指定都市」には含まれません 

3,701,475
2,682,221

2,269,049
1,933,789

1,541,089
1,500,899
1,472,334
1,444,474

1,240,797
1,181,758

①横浜市

②大阪市

③名古屋市

④札幌市

⑤神戸市

⑥福岡市

⑦京都市

⑧川崎市

⑨さいたま市

⑩広島市

(参考)東京23区

政令指定都市人口上位（推計）
（人）

以下省略

9,042,578
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福岡市は、わずか2年7ヶ月の間に4万人近い人口の増加で、政令指定都市としては、2位の札幌市にダブルスコア近い差で1位、増加率も

1位と、全国的にみても、多くの人が集まる都市として特筆すべき傾向を示しています。 

全国的にみても際立つ短期間での「急増」 

資料：国勢調査（2010年）、各都市公表推計値（2013年5月） 

※増加率は、2010年10月から2013年5月の増加を年率平均化した値 

増加数・増加率 

2010年10月 2013年5月 

37,156

20,244

19,033

18,962

18,363

16,907

12,702

福岡市

札幌市

仙台市

川崎市

さいたま市

大阪市

横浜市

(参考)東京23区

人口「増加数」上位都市(推計)
（人）

以下省略

96,883

0.98

0.70

0.58

0.51

0.41

0.26

0.25

0.42

福岡市

仙台市

さいたま市

川崎市

札幌市

広島市

大阪市

(参考)東京23区

人口「増減率」（年平均）」上位都市(推計)

以下省略

（％）
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福岡市と同規模＝人口「150万人」前後の都市「川崎市」「京都市」「神戸市」と比較しても、人口減少に転じている市がある中で、福岡

市は増加率が上昇しています。人口減少に転じた京都市を上回り、同じく神戸市に迫る一方、高い増加率で福岡市に迫っていた川崎市との差は

広がりつつあります。 

近い将来、福岡市は頭一つ抜け出す勢いです。 

資料：国勢調査（2010年）、各都市公表推計値（2013年5月） 

※増加率は、各期間の増加を年率平均化した値 

国内では例外的に加速している人口増加 

1,525
1,541

1,401

1,501

1,475 1,472

1,327

1,444

1,300

1,400

1,500

1,600

2005年 2010年 2013年5月

人口「年平均」増減率 4都市比較

神戸市

福岡市

京都市

川崎市

（年平均伸び率）

（1.48％）

（-0.01％）

（0.89％）

（0.25％）

（-0.04％）

（0.98％）

（0.51％）

（-0.08％）
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転入者も出生数も、ともに純増数が他都市を大きく上回り、多くの人が、福岡市の将来に期待し、集まり、結果として突出し

た人口増加につながりました。  

これからも、成長エネルギーの結集で、日本の活力を牽引していく役割を担っていかなければなりません。 

多くの人が「福岡市」に住むことを選んだ 

資料：転出入人数…住民基本台帳人口移動報告（総務省統計局） 

   出生・死亡者数…人口動態統計（厚生労働省）人口動態統計の2012年は速報値含む 

-5,000

25,000

-10,000 10,000

直近2年間における人口純増（純減）数分布図 政令指定都市比較

札幌市

仙台市
大阪市

さいたま市

川崎市

名古屋市

横浜市

広島市

相模原市

千葉市

岡山市

堺市

浜松市

新潟市

神戸市
京都市

静岡市北九州市

（2011年と2012年合計）

社会増減：プラス

自然増減：プラス

社会増減：プラス

自然増減：マイナス

社会増減：マイナス

自然増減：マイナス
社会増減：マイナス

自然増減：プラス

（
転
入
者
数―

転
出
者
数
＝
転
入
者
純
増
）

社
会
増
減

（出生数－死亡数＝出生数純増）

自然増減

0

福岡市

縦軸が社会増減（転入者－転出者）、

横軸が自然増減（出生数－死亡者

数）として、 

それぞれ２０１１年と２０１２年の

２年間の合計数を分布図にしたもの 
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福岡市の人口増の約6割を占める九州・山口地域（県内含む）は、１５００万人近い人口を有しています。これは、北海道の3倍近い規模で

す。ここからも多くの人が福岡市に集まり、国内での存在感はますます高まっていくと予想されます。 

資料：福岡県人口移動調査 

福岡都市圏：筑紫野市,春日市,大野城市,宗像市,太宰府市,古賀市,福津市,糸島市、筑紫郡那珂川町,糟屋郡宇美町,篠栗町,志免町,須恵町,新宮町,久山町,粕屋町 

東京1都3県：東京都,神奈川県,,千葉県,埼玉県 

大阪2府1県：大阪府,京都府,兵庫県 

 

2010年10月→201２年９月（２年間計） 

1500万人経済圏からの集中 

8,962

17,401

10,317

25,896

32,368

16,395

27,247

1,958

1,852

-385

12

12,409

6,037

-949

10,920

19,253

9,932

25,908

22,432

26,298

海外

その他国内

大阪2府1県

東京1都3県

九州・山口

その他県内

福岡都市圏

福岡市の地域別転出入状況

44,777

(人)凡例
転出 転入 転入超過
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福岡市は若者や働き盛の世代で増加が目立ち、人口が同規模の4都市の中でもその傾向が顕著です。 

次代を担う新鮮な活力が、福岡市へと集まっています。 

若い世代と働く世代が福岡市へ 

20,352

6,380

3,060

3,578

677 

-4,051 

-805 

990 

13,768

15,489

5,134

784

3,884 

-3,274 

-1,648 

1,240 

675 

-1,580 

419 

83 

1,348 

-204 

-40 

481 

福岡市

川崎市

京都市

神戸市

年齢区分別転入超過数4都市比較

総数

15歳未満

15～29歳

30～49歳

50～64歳

65歳以上

2011年＋201２年（２年間計） 

資料：住民基本台帳人口移動報告（総務省統計局） 
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福岡市の出生数は増加傾向にあります。女性対象年令人口1000人あたり出生数は比較的高い水準にあります。 

12,477

14,483 14,370 14,421

12,845

14,292 14,307 14,117

12,278

12,665 12,720 12,397

11,612
11,556

11,252
11,086

10,000

12,000

14,000

16,000

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

出生数の推移4都市比較

福岡市

川崎市

神戸市

京都市

（人）

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

*各都市住民基本台帳年齢別人口による 

  都市により集計公表月が異なる) 

*2012年出生数は速報値を含む 

2012年 

出生数は増加傾向 

41.1

40.9

40.4

40.2

38.4

37.9

37.1

36.7

35.7

広島市

北九州市

川崎市

福岡市

名古屋市

仙台市

横浜市

大阪市

(参考)東京23区

女性15-49歳人口1000人あたり

年間出生数上位都市(2012年)
（人）

（以下省略）
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福岡市の大学生の数は近年は横ばいで推移しています。また、福岡市は多くの専修学校生が、さまざまな専門知識や技術を学んでいます。 

これら高等教育、専門教育を学ぶ学生等が「若者のまち」の一翼を担っています。 

多くの学生が集まることは、人口増加に寄与するばかりでなく、知識や技術を持つ若者を求めて、企業等の進出や投資を促す効果が期待さ

れます。 

若者のまち・学生のまちとしての強み 

資料：学校基本調査（文部科学省・各年5月1日現在） 

   ※大学生（専攻科及び別科学生含む）・大学院生・短大生の合計 

138,431 140,016 139,270 139,499

82,920 77,583 77,725 77,076
69,081

72,319 73,057 72,555

29,366 32,600 32,513 31,390

20,000

70,000

120,000

170,000

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

大学・大学院・短期大学・学生数４都市比較

京都市

福岡市

神戸市

川崎市

（人）

30,506

12,412

9,117

1,236

福岡市

京都市

神戸市

川崎市

専修学校生徒数(2012年)
（人）
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ビジネスや教育のボーダレス化が進む中で、外国人が増加することで、世界が福岡市に注目する機会が増えていきます。 

福岡市が、アジア地域との玄関口として、今後もますます海外との交流が活発になり、さまざまな付加価値が生まれ、世界へと発信されてい

くことが期待されます。 

着実に増え続ける海外との人流 

資料：外国人登録者数…1985～2005年は国勢調査、2006～2011年は法務省入国管理局調べ 

   留学生…福岡地域留学生交流推進協議会 

1,665
1,787

2,084
2,212

2,325 2,411 2,327 2,251 2,272
2,506

2,841
3,079

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

（人）福岡市の留学生数推移（2000年～2011年）

15,301
16,531

17,665
18,994 18,946

19,878 20,379
21,055

22,347
23,532

24,199 24,540

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

（人）

福岡市の外国人登録数推移（2000年～2011年）
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